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  「楽観ムード」 

 東電・保安院による情報隠し 

 事故の実態：「レベル７」 

 マスコミによる「大本営発表」 

  「工程表」の「前倒し」？ 

  「水素爆発」か「再臨界」か？ 

  「冷却」・「冷温停止」？





  「作られた楽観ムード」：マスコミ統制
 マスコミ各社は「50キロ圏内に立ち入るな」の禁足令
  「不安を煽るな」、「風評自害」という言葉
  「挙国一致」を扇動：「ガンバロウ東北」、「がんばろう
福島」、「I love You 副島」、「I need You 副島」

 お笑いタレントのお笑い番組

 この（事故）時のために、東電は支持者を増やす
ために「金をばらま」いてきた。 
 それはヤクザが「出入り」で用心棒を雇うのと同じ。 
  「それじゃあ、先生方、宜しくお願えいたしやす！」

 しかし、欧米から観ると日本人は「狂ってる」！
 福島に人が住んでいること自体が「理解出来ない」、 
 しかも、子供たちも住んでいることは「驚き」。



 海外の気象庁が発表した汚染予測の元データ
は、日本の気象庁が提供。 

  100億円以上掛けてきた「SPEEDI」で、予測は出
来ていたが、「公表するように想定されていない」

 その実、「SPEEDI」文部科学省原子力安全課が
運営する「環境防災Nネット」。 

 何も知らされないで、汚染地域に放置され、無用
に被曝させられた避難民も。 

  ４月２４日東電と保安院が、海外メディアを対象に
説明会：参加者ゼロ：誰も信用していない！





 しかし、「事故のレベル」は史上最悪のチェル
ノブイリ原発事故と同じ「レベル７」：最悪事故 

 福島県が汚染されただけでなく、濃淡の差は
あれ、日本中が汚染された。 

 否、日本だけでなく、アメリカの13州で牛乳摂
取が禁止され、 

 南ではオーストラリア、ニュージーランドまで。 

 チェルノブイリで「現在進行形」の人体被害が、 
Fukushimaの「未来形」！ 







 関東で、今後40万人の癌患者が出る可能性

 避難民は福島に「帰りたい」が、帰れない！ 

  30/Sepの「緊急時避難準備区域」の解除は、
悪く言えば、「戻らないのは、戻らない人の責
任」と言っていること。

 しかし、事故そのものが収束していない上、 

  （特に学校の）徐染作業もなされていないし、 

 電車やバスの交通機関も回復していない。 



 原発を推進してきた『読売新聞』やフジ・産経
グループ（日テレ・フジテレビ）はもとより、 

 社説で脱原発を声明した『毎日新聞』・『朝日
新聞』すら、自らの取材記事は無く、東電・保
安院の発表を無批判的に報道しているだけ。 

 戦前の「大本営発表」に対する反省の欠如！ 

 巨大メディアは東電・保安院の「小間使い」に
過ぎない、ということ。 

  「国民（特に子供）の生命・財産を守る」という
視点の欠如！



 アメリカの専門家達は、事故当初から炉心はメル
ト・ダウンしていると主張して来た。 

 しかし、「工程表」作成した段階(18/Apr)でも、東
電はメルト・ダウンを認めていなかった。 

  １号機については13/May、2・3号機については翌日、
「最悪の場合、１号機と同様のケースが想定できる」と認
めたに過ぎない。 

 つまり、「工程表」の前提、必要な「作業内容」は
全然間違っている。 

 従って、「工程表通り」や、その「前倒し」など、そ
もそもあり得ない。



  燃料は、ウランを円柱状のセラミック（二酸化ウラン）に
して、ジル コニウム合金製のパイプ（燃料被覆管）内
に封入し、格納容器中で水に浸かった状態にある。 

  900℃以上になると、ジルコニウムが二酸化ジルコニウ
ムに変わる一方で、水素ガスが発生する。この水素ガ
スが大量に発生し、。 

  この水素が建屋上部に溜まり、爆発限界（４％）を超え
て、酸素と急激に結合するのが「水素爆発」。 

  １号機はこの水素爆発で建屋が吹っ飛んだ。 
  しかし、３号機は爆発形態が異なり、４号機の使用済み
燃料プールでのヨーソの高さから判断して、 

  ３号機と４号機の使用済み燃料プールで、「再臨界」が
起きたと考えられる。



 原発事故時の三原則 
 停める 

 冷やす 

 閉じこめる 

 しかし、その段階をとっくに超えた現時点で 
 格納容器に無い燃料が「冷却できている」とか、 

 「冷温停止」を年内に「前倒し」とは、悪い冗談。 

 国民を、意図的に、間違った方向に誘導する
もの。


